
【お問い合わせ】
湊新地町429溝田ハイツ101
☎61-1515

Ｑ．どんなことをしていますか？

【お問い合わせ】
高島二丁目7209-5
☎65-5508

主に高齢者の方が対象です。健康状態の観察、
入浴や排泄などの介助や清潔支援、認知症看
護、服薬や在宅酸素、人工肛門などの管理や指
導を行っています。床ずれ予防や寝たきり予防
、身体機能回復のためのリハビリ、介護相談・
助言などを行っています。

Ｑ．心がけていることは何ですか？

訪問看護とは、看護師などが居宅を訪問して、主治医の指示や連携により行う看護 （療養上の世話

または必要な診療の補助）です。 病気や障がいがあっても、医療機器を使用しながらでも、自宅で

最期まで暮らせるように、多職種と協働しながら療養生活を支援しています。

訪問看護ステーション

令和5年4月から
ロゴが新しくなりました！
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スタッフ
4名

理念

理念

みてみよかい
Ｎｏ.５６ ～令和５年度 秋号～

訪問看護ステーション
しまばら

コミュニケーションを大切にして、利用者様や
ご家族との信頼関係を築くことです。そして
笑顔と思いやりを持って満足のいく看護を
提供することを心がけています。スタッフ一同
『1ケア1笑』をモットーに個別性のある看護を
提供していきたいと思っています。

喜誇心体

元気・ユーモア・
真面目・丁寧さ…
様々なカラーの
スタッフがお互いを
高め合いながら
看護を提供して
います！

第12回島原市介護予防推進フォーラム

『自分らしい生き方を探る旅』 を開催しました！

今回のフォーラムは、基調講演と体験ブースの2部構成。

縁起でもない話を家族で話し合っていくミニドラマを用いながら、
話し合う大切さを投げかけられました。

先生ご自身が愛犬家でもあり、ペットのACP、飼い主として
しっかり考えていきたいとの話もありました。

人生会議（ACP）とは？
＝医療やケアについて前もって考え家族や

 医療ケアチームと繰り返し話し合うこと。

先生の温かい人となりも伝わり、参加者の理解度も高いアンケート結果でした。

基  調  講  演

テーマ 『自分らしい人生の選択をするために』
講  師 医療法人雄心会たかお循環器内科

  院長 髙尾 雅已 先生

…プランニング

スタッフ
9名

株式会社訪問看護
ステーションこころ

事務所の玄関には荒木所長の
気持ちを表す「おかえりなさい」の
温かい言葉を貼っています。

ライフステージに
沿って様々な

人生経験を積んできた
スタッフです。

経験を看護に反映し、
質の良い看護を
提供します！

地域で精神の疾患・生きづらさを持ちながら
生活する方々に、必要とされるサポートを提
供しています。ご利用者様とそのご家族のニ
ーズに沿いながら「これからの希望」や「こう
なりたい」 「こんな自分でいたい」といった
ような『リカバリー』を応援しています。

ご利用者様やご家族様との出会いに感謝し、
医療のことだけでなく生活していくことのサ
ポートをしていくことです。丁寧な温かみの
あるサービスの提供を心がけています。

住み慣れたご自宅や住居系福祉施設で病気や障害をもちながら
も、安心して地域生活を送れるよう一人ひとりの生活や価値観を
大事にしながらサポートしていきます。
特に精神障害をおもちの方々は、病気の症状や生活上の困難に、
大きな苦痛や先々の不安をいつも抱えておられます。このような
苦痛や不安を受け止め、理解し、その方が少しでも前を向いて
自身の生活を営めるように、微力ながらサポートさせて頂ければ
と思います。

で検索を♪島原市 包括

【編集後記】

時折、待ち遠しい秋の風を感じます。

秋色の景色を楽しみながら、散歩もよさそうですね。歩数は健康の宝なり！

発行元 島原市地域包括支援センター 広報委員会
 ＴＥＬ：０９５７-６５-５１１０

ぼくたちのACPも

大事だよ♪

座 長
医療法人喜多内科医院
喜多 篤志 先生

第１部

ともに「喜び」、支え合い、「誇り」を大切にし、「心」と「体」の力を
発揮しながら暮らせる家庭的な場を提供すること。
地域に根差し、助け合いの精神のもとにすべての人々が健やかに
暮らせる地域社会づくりと福祉の増進に寄与すること。



＊物が多すぎて少しずつでもしないと。体が動けるうちに。

＊物を多く持たない、パスワードやIDを記録するなど実行している。
もしもの時は、いつでも起こりうるので。

＊自分の生き方、最後の時も自分で決めたい。残された家族に負担をかけたくない。

＊早めにしたいとは思っていたが、なかなか取り組めなかったので、この機会にでも。

約９割

(4)

(25)

(1)

(3) 

Q.ご自身の終活についてお聞かせください。 (回答：33件)

「ACP」や「終活」に関して高い意識を
持っている方が今回フォーラムへ
足を運んで下っていました！

一方で…取り組めない理由と向き合う方の意見も。

＊まだ具体的に考えられない。自分の親や家族に話を聞いてみたい。

＊気持ちの整理ができない。

      正解は１つではなく、今回のフォーラムで何かしら、生き方を見つめるヒントを得て
      もらえていたらいいなと願っています。

終 活  の

参加者の全体を通しての感想

みんなに届け♪認知症の正しい理解
9月『認知症啓発月間』

◉ ◉ ◉ 令和５年度の設置先 ◉ ◉ ◉

・７地区公民館
・島原図書館
・有明図書館

・市内医療機関
・居宅支援事業所法人
・市役所本庁、有明庁舎、窓口とるっと

9月は世界アルツハイマーデー月間とし、全国各地で様々な取り組みが行われています。

島原包括では、認知症の人と家族の会『お城の会』とともに、多くの団体にご協力を得て、

認知症に関するブースを設置し、啓発活動に取り組みました！

鎮西学院大学の社会福祉士をめざす実習生へフォーラムに参加した感想を聞いてみました！

 人生会議の講演を聞いて、自分の家族の経験と重なる内容があったと感じた。
自分の親も、祖父の意識がなくなり、意思表示ができなくなったときに、
延命治療を行うべきかの選択を委ねられ、治療を継続するべきかとても悩んでいた。

   人生会議は、終末期の治療方針や判断力低下や意思表示が困難になった際の制度について
   事前に家族で話し合っておくことで、最期まで自分の望む生き方ができるように、
   家族もサポートしやすい体制づくりができると思った。また、ケアの方向性を事前に
   共有しておくことで、家族の死の受け取め方も変わってくるのではないかと考える。

   今回のフォーラムでの講演や体験を家族に共有し、人生会議についての
   話題を設けるきっかけにしたいと思う。

ー入棺体験してみの感想 ー

 ＊生きている時間をしっかり生きる。
 ＊『人生最後幸せだったなー』と思えるよう
にしたい。

 ＊どのような種類やどのような物を一緒に
入れてほしいか。

 ＊しっかり見ることが今までなかったので
  興味深く体験した。

 ＊棺の形やサイズで入り心地が違った。
 ＊おごそかな気持ちになった。

認知症になっても、できることはたくさんある。
病気になっても、わたしは私。
好きなこと、やりたいことを大いに語ってほしい…
地域には、チャレンジの実現を応援したい人が待っている。

カ   タ チ

具体的にどんなブースですか？

本人向け

物忘れが気になる方や家族に向けたリーフレットや
一足先に認知症の診断を受けた方から一歩踏み出せる
メッセージを記載したガイドなど…様々なものを準備しました！

第12回島原市介護予防推進フォーラム

『自分らしい生き方を探る旅』

家族向け
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